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資料５－２－②－３ 

 

 

（出典：制御情報工学科資料） 
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資料５－２－②－４ 

シラバスの作成方法 

 

教員 各位 

                            教務委員会   

           平成２５年度のシラバスについて 

 
 平成２５年度のシラバスにつきまして、下記のとおり連絡いたします。 なお、シ
ラバスへの入力時期及び入力方法については、追ってご連絡いたします。 
                 記 
（記入方法の説明） 
 
【学習・教育目標】（資料の①） 
 次の分類をもとに科目の目標を設定する。該当する目標は３つまでとし、主目標、
副目標の順に記入する。 なお、教員は修正ができないため、修正・訂正の場合は教
務係に連絡をする。 
 
【関連科目】（資料の②） 
 当該科目の「基礎となる科目（履修しておくべき科目）」と「発展する科目（次につ
ながる科目）」をそれぞれ１科目ずつ挙げ、その順番に記入する。 当然、本科の関連
科目は１年生では「発展する科目」だけ、５年生では「基礎となる科目」となる。 た
だし、専攻科１年生では「基礎となる科目」に本科５年生の科目を入れる。 
 
【達成目標】（資料の③） 
  その単元によって学生が身に付ける能力（～ができる）を明示する。試験によって
試される内容であり、具体的なほどよい。 
 
【参 考 書】（資料の④） 
  記入した書籍は「推薦図書」として図書館に１冊以上配備すること。 
 
【評価方法】（資料の⑤） 
 「学習態度、出席状況」の評価割合は 20％程度までにする。 
 「学習態度」の内容が質問や小テストならばその旨を明らかにし、 証拠資料を保
管しておくこと。 
 
【オフィスアワー】（資料の⑥） 
 学生の質問に答える時間として確保しておく時間帯である。特に制限はないが、学
生と教員にとって妥当な時間帯を設定する。なお、非常勤については授業終了後や休
み時間が考えられる。 これらが不都合なときは、質問を取り次ぐ常勤の担当教員を
定めておく。 
 
【シラバスの変更について】 

 シラバスの内容に変更がある場合には速やかに教務係に連絡の上、データを修正する。

原則として評価方法と基準については変更を認めない。 ただし、授業開始前であれば認

める。 その場合にはシラバスデータを修正後に、教務係に連絡をし、学生に変更後のシ

ラバスを配布することとする。  
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資料５－２－②－４続き 

 

 
 

（出典：学生課資料） 
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資料５－２－②－５ 

教員教育評価票（抜粋） 

(シラバスの活用について) 

 

アンケート項目 

　　　　　　　　　　　　　　　　　学科名： 教員名：

自己評価 要改善

　シラバスに即しており十分妥当=10点

　出題範囲・内容・レベルに問題がある=0点　　シラバスに即しておりほぼ妥当=5点

平成２４年度教員教育評価票

自己評価年月日： 平成  25年    月    日

３．授業の教材，準備，進め方等について反省点があるか。

　かなりある=0点　　若干ある=5点　　ほとんどない=10点

４．オフィスアワーやその他の時間に学生の来室があったか。

　全く来室がない=0点　　毎月来室があった=5点　　毎週来室があった=10点

５．試験やレポート等の内容のレベルは妥当だったか。

評価項目と採点基準（下記基準を目安に10点満点で自己評価欄に記入）

１．全体的にシラバス通りの内容で授業を実施したか。

　不十分=0点　　大体十分=5点　　完全に実施=10点

２．自学自習の指導を行ったか。

　不十分=0点　大体十分=5点　完全に実施=10点

 

 

アンケート結果 
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資料５－２－②－５続き 

 

授業改善アンケート（抜粋） 

（シラバスの活用について） 

 

アンケート項目 

 

 

 

アンケート結果 

 

（出典：FD 委員会資料） 

 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 215 - 

 

資料５－２－②－６ 

進捗度チェックシート 

 

         （出典：シラバスシステム） 
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（分析結果とその根拠理由）  

 学習教育目標に沿った内容が明確に記載されたシラバスが作成され，教員はシラバスに沿って授業

の実施，成績評価を行っている。シラバスは関係者に配布され，活用されている。 

 

 

観点５－２－③： 創造性を育む教育方法の工夫が図られているか。また、インターンシップの活

用が図られているか。 

（観点に係る状況）  

 各学科では，１，２年次において「創造実習」という科目をおき，「自ら調べ，自ら作り，自ら評

価する」PBL型授業を導入し各学科の特徴を生かして取り組んでいる（資料５－２－③－１～２）。 

 また，実践的な技術者育成という目的に沿って，全学科で工場実習を行っている（資料５－１－②

－１参照）。実習後には報告を行い，規定に沿って１単位を卒業累積単位数として扱っている（資料

５－１－②－１参照，資料５－２－③－３～５）。受入企業の数は，好況・不況によって変動するが，

毎年多数の学生が履修している（資料５－２－③－６）。 
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資料５－２－③－１ 

創造実習 
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資料５－２－③－１続き 
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資料５－２－③－１続き 

 

  

（出典：平成 25 年度 シラバス，p.M-9,I-9,B-9） 
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資料５－２－③－２ 

 

創造実習テキスト（抜粋） 
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資料５－２－③－２続き 

 

 

 

 

 

 

七宝焼き製作 其の一 ≪裏引き編≫ 

 

１．皿の上でふるい（茶こし）に裏引き釉薬を入れる． 

２．皿の上で裏引き釉薬を銅板の裏引き面（へこんでいる側）にふりかける． 

３．霧吹きを使って，ふりかけと霧吹きを交互に行う．銅板の色が隠れるまで繰り返す． 

注意）霧吹きは，銅板の端を手で持って空中で行う．銅板の斜め上から横に吹きかけ，銅板の上に水滴を降らせるよう

にする． 

４．金網の上に裏引き面（へこんでいる側）が上になるように銅板をおく． 

５．銅板の乗った金網を持ってエアバスへ． 

６．エアバス中のシャーレの上に銅板の乗った金網を乗せて 10分間待つ． 

注意）エアバスは一度に２０名までしか使用できません（金網専用の置き場所が２０箇所の為） 

注意）10 分経過して釉薬が生乾きであれば，さらに延長して待つ（完全に水分が飛んでいないと電気炉の中で釉薬が

飛んでしまう為）．※待っている人がいるので，延長時間は最大で５分とします． 

７．エアバスから金バサミで銅板が乗った金網を取り出し，電気炉へ． 

８．手袋をして 800℃の電気炉に入れ，1分間焼成する． 

注意）電気炉は一度に２名までしか使用できません（金網専用の置き場所が２箇所の為） 

９．熱い銅板を金網に乗せて席まで持ち帰る． 

１０．銅板を手で触れられる程度に冷めるまで待つ． 

１１．流し台で銅板上のすすを水で流し落とす． 

１２．流し台で酸洗い（クエン酸）の溶液に１分間漬ける（静かに置いておく）． 

１３．ピンセットを使って取り出し，水道水でよくすすぐ． 

１４．しんちゅうブラシやｽﾁｰﾙｳｰﾙで銅板のオモテ面（裏引きしていない面）を磨き上げ，銅板の輝きを出す． 

注意）焼成時に金網の色や去年の残りの釉薬が付着するため，磨き上げても輝きが十分でないことがある．その場合は

そのままで終えて良い（次回，その上から釉薬を盛るので目立ちません）． 

１５．完成．銅板を実験室の引き出しにしまう． 

１６．先生に終了の報告をする． 

１７．教室に戻る． 

 

①            ②            ③            ④ 

 

⑤            ⑥            ⑦            ⑧ 

 

 

以上 

 

 

 

 （出典：物質工学科資料） 
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資料５－２－③－３ 

工場実習実施証明書 

 

 

（出典：学生課資料） 

 



鶴岡工業高等専門学校 基準５ 

- 223 - 

資料５－２－③－４ 

工場実習評価 

 

      （出典：平成 25 年度 シラバス, p.22） 

 

 

資料５－２－③－５ 

工場実習発表（抜粋） 

（赤枠部分が該当箇所） 

教室：721教室　　情セ：情報センター　合講：合同講義室

各研：機械工学科各研究室

回 月　日 曜日 場所

1 10月5日 金 教室

2 10月12日 金 教室 研究室紹介（佐々木、本橋、竹村）、矢吹（出欠）

3 10月17日 水 教室 研究室紹介（増山、今野、田中）、矢吹（出欠）

4 10月26日 金 教室 研究室紹介（五十嵐、小野寺、矢吹）、矢吹（出欠）

5 11月2日 金 教室

6 11月6日 金 校外

7 11月16日 金 教室、各研

8 11月30日 金 情セ

9 12月7日 金 情セ

10 12月14日 金 情セ

11 12月21日 金 合講 発表会、10分、6人、本橋、小野寺、矢吹（準備、出欠）+５年生進路報告会5名

12 1月11日 金 合講 発表会、10分、10人、増山、佐々木、矢吹（準備、出欠）

13 1月18日 金 未定

14 1月21日 月 教室 発表会、10分、9人、竹村、五十嵐、矢吹（準備、出欠）

15 1月25日 金 合講

16 2月1日 金 合講 発表会、10分、9人、田中、今野、矢吹（準備、出欠、次週の説明）

17 2月7日 木 未定

18 2月8日 金 未定 卒研発表聴講　矢吹

19 2月15日 金 教室 卒研発表聴講レポートまとめ　矢吹

発表資料作成、矢吹（出欠）

4年　機械工学科ゼミ(工場実習報告会）の内容と担当者の配置（2012）　

卒研発表聴講　矢吹

4ゼミの説明、工場見学の説明、進路志望調査　矢吹

内容と担当者

工場見学　矢吹、竹村

発表資料作成、矢吹（出欠）

発表資料作成、矢吹（出欠）

Ｍ科研究室訪問（①13：10、②13：40、③14：10、④14：40）、矢吹（出欠）

工場見学の最終確認、ＳＰＩ試験（90分）

TOEIC試験　矢吹（監督）

発表会、10分、9人、白野、鈴木、矢吹（準備、出欠）

 

 

教室：721教室　　情セ：情報センター　合講：合同講義室

各研：機械工学科各研究室

回 月　日 曜日 場所

1 10月5日 金 教室

2 10月12日 金 教室 研究室紹介（佐々木、本橋、竹村）、矢吹（出欠）

3 10月17日 水 教室 研究室紹介（増山、今野、田中）、矢吹（出欠）

4 10月26日 金 教室 研究室紹介（五十嵐、小野寺、矢吹）、矢吹（出欠）

5 11月2日 金 教室

6 11月6日 金 校外

7 11月16日 金 教室、各研

8 11月30日 金 情セ

9 12月7日 金 情セ

10 12月14日 金 情セ

11 12月21日 金 合講 発表会、10分、6人、本橋、小野寺、矢吹（準備、出欠）+５年生進路報告会5名

12 1月11日 金 合講 発表会、10分、10人、増山、佐々木、矢吹（準備、出欠）

13 1月18日 金 未定

14 1月21日 月 教室 発表会、10分、9人、竹村、五十嵐、矢吹（準備、出欠）

15 1月25日 金 合講

16 2月1日 金 合講 発表会、10分、9人、田中、今野、矢吹（準備、出欠、次週の説明）

17 2月7日 木 未定

18 2月8日 金 未定 卒研発表聴講　矢吹

19 2月15日 金 教室 卒研発表聴講レポートまとめ　矢吹

発表資料作成、矢吹（出欠）

4年　機械工学科ゼミ(工場実習報告会）の内容と担当者の配置（2012）　

卒研発表聴講　矢吹

4ゼミの説明、工場見学の説明、進路志望調査　矢吹

内容と担当者

工場見学　矢吹、竹村

発表資料作成、矢吹（出欠）

発表資料作成、矢吹（出欠）

Ｍ科研究室訪問（①13：10、②13：40、③14：10、④14：40）、矢吹（出欠）

工場見学の最終確認、ＳＰＩ試験（90分）

TOEIC試験　矢吹（監督）

発表会、10分、9人、白野、鈴木、矢吹（準備、出欠）

 

 

   （出典：機械工学科資料） 
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資料５－２－③－６  

工場実習参加学生（抜粋） 

４Ｍ 応募企業名 ４E 応募企業名

1 （有）ベスト青梅 8/20 ～ 8/24 1 キヤノン株式会社 8/20 ～ 8/24

2 地熱エンジニアリング(株) 8/6 ～ 8/10 2 花王㈱、オリエンタルモーター㈱鶴岡事業所

3 東燃ゼネラル石油(株)／東燃化学（同） 8/21 ～ 8/31 3 ＮＴＴファシリティーズ東北支社 8/27 ～ 8/31

4 (株)コニカミノルタビジネスソリューションズ 8/20 ～ 8/24 4 日立化成工業(株) 8/27 ～ 8/31

5 富士エンヂニアリング(株) 8/20 ～ 8/24 5 富士通(株) 8/5 ～ 8/10

6 ミクロン精密(株) 7/30 ～ 8/3 6 山形東亜DKK(株) 8/6 ～ 8/10

7 (株)前川製作所 8/20 ～ 8/31 7 酒田共同火力発電(株) 8/6 ～ 8/10

8 8 （財）東北電気保安協会 8/6 ～ 8/10

9 (株)ＩＨＩ 8/20 ～ 8/31 9 サントリープロダクツ(株) 8/27 ～ 8/31

10 アトマックス 8/27 ～ 9/1 10 中部電力(株) 8/25 ～ 8/30

11 地熱エンジニアリング(株) 8/6 ～ 8/10 11 長岡技術科学大学 7/30 ～ 8/3

12 大日精化工業(株) 7/24 ～ 8/3 12 通研電気工業(株) 8/2 ～ 8/8

13 (株)前川製作所 8/20 ～ 8/31 13 三菱ガス化学(株) 7/30 ～ 8/3

14 極東石油工業合同会社 7/30 ～ 8/3 14 鶴岡市役所 8/27 ～ 8/31

15 （株）電業社機械製作所 7/30 ～ 8/10 15 ミクロン精密(株) 7/30 ～ 8/3

16 ＪＦＥスチール(株)東日本製鉄所 7/30 ～ 8/10 16 (株)ＮＩＰＰＯ東北支店 8/20 ～ 8/24

17 前田製管(株) 8/6 ～ 8/10 17 (株)スタンレー鶴岡製作所 8/20 ～ 8/24

18 (株)キッツ 7/30 ～ 8/3 18 ツインバード工業（株） 8/6 ～ 8/10

19 富士通(株) 8/5 ～ 8/10 19 ルネサス山形セミコンダクタ(株) 8/27 ～ 8/31

20 20

21 (株)フジシール 8/20 ～ 8/24 21 ルネサス山形セミコンダクタ(株) 8/27 ～ 8/31

22 ルネサス山形セミコンダクタ(株) 8/27 ～ 8/31 22 タマポリ（株） 8/20 ～ 8/25

23 豊橋技術科学大学 8/27 ～ 8/31 23

24 日鐵住金溶接工業(株) 7/30 ～ 8/10 24 長岡技術科学大学 8/6 ～ 8/10

25 (株)ニシカワ 8/1 ～ 8/7 25 山形クリエイティブ(株) 8/20 ～ 8/24

26 (株)ニシカワ 8/1 ～ 8/7 26 月島食品工業(株) 7/30 ～ 8/3

27 (株)ナチ東北精工 8/20 ～ 8/24 27 ＮＴＴ東日本　山形 8/27 ～ 8/31

28 (株)ニシカワ 8/1 ～ 8/7 28

29 (株)ニシカワ 8/1 ～ 8/7 29 日本信号(株) 8/20 ～ 8/31

30 30 酒田共同火力発電(株) 8/6 ～ 8/10

31 (株)クラレ新潟事業所 8/20 ～ 8/24 31 (株)ＮＩＰＰＯ東北支店 8/20 ～ 8/24

32 (株)資生堂久喜工場 8/20 ～ 8/24 32 鶴岡市役所 8/20 ～ 8/24

33 冨士ダイス(株)郡山製造所 8/20 ～ 8/24 33

34 ＴＤＫ庄内（株） 8/27 ～ 8/31 34 日本フエルト(株) 8/6 ～ 8/10

35 富士エンヂニアリング(株) 8/20 ～ 8/24 35 (株)フジシール 8/20 ～ 8/24

36 ダイキン工業（株） 8/27 ～ 9/7 36 大阪ガス（株） 7/25 ～ 8/2

37 37

38 (株)横河ブリッジホールディングス 8/20 ～ 8/31 38 （株）日立エレクトリックシステムズ 8/5 ～ 8/11

39 日東ベスト(株) 7/30 ～ 8/3 39 酒田市役所 8/6 ～ 8/9

40 TDK庄内株式会社 8/27 ～ 8/31 40 ＫＤＤＩエンジニアリング株式会社 8/20 ～ 8/24

41 フロイント産業(株) 8/6 ～ 8/10 41 技研電子（株） 8/21 ～ 8/31

42 (株)IHIマリンユナイテッド横浜工場 8/20 ～ 8/31 42 パナソニック(株)山形工場 8/27 ～ 8/31

43 ハイメカ(株) 7/30 ～ 8/3 43 ＮＴＴ東日本　山形 8/27 ～ 8/31

44 (株)キッツ 7/30 ～ 8/3 44 (株)スタンレー鶴岡製作所 8/20 ～ 8/24

参加人数：40名 参加人数：39名

日程 日程

8/27-9/6、7/30-8/3

 

 （出典：学生課資料） 

 

（分析結果とその根拠理由）  

 創造実習によるPBL型授業を通して創造性を育む教育が実践されている。各学科では工場実習に多

くの学生が参加しており，実践的技術者の育成に活用されている。 
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観点５－３－①： 教育課程の編成において、一般教育の充実や特別活動の実施等、豊かな人間性

の涵養が図られるよう配慮されているか。また、教育の目的に照らして、課外活

動等において、豊かな人間性の涵養が図られるよう配慮されているか。 

（観点に係る状況）  

 本校では，基本教育目標に沿って一般教育を重視している（資料５－３－①－１）。特別活動を１

年生から３年生まで実施している（資料５－３－①－２）。４学年のゼミ科目では工場見学を実施し

ている（資料５－３－①－３）。学校行事や５年次の共通選択科目においても，豊かな人間性を育成

する教育を行っている（資料５－３－①－４～５）。「学生生活の手引き」を学生に配布し，生活指

導を行っている（資料５－３－①－６）。ボランティア活動を推奨し，環境教育も実施している（資

料５－３－①－７～11）。課外活動への参加を推奨し，優れた活動に対しては規定に沿って表彰して

いる（資料５－３－①－12～15）。 

 

 

 資料５－３－①－１ 

基本教育目標 

  

       

 

 

（出典：平成 25 年度学生便覧 p. １） 
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 資料５－３－①－２ 

特別活動年間計画表 

 

（出典：学生課資料） 
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資料５－３－①－３ 

工場見学に関する取扱い 

  

 

 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度シラバス，p.22） 
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資料５－３－①－４ 

学校行事年間計画表 

 

（出典：学生課資料） 
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 資料５－３－①－５ 

豊かな人間性を育成する共通選択科目 
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資料５－３－①－５続き 
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資料５－３－①－５続き 

 

 

 

 

（出典：平成 25 年度 シラバス，K-2, K-7, K-8） 
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資料５－３－①－６  

学生生活の手引（学生用） 
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資料５－３－①－６続き 
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資料５－３－①－６続き 

 

 
 

 

 

 

 

 

 




